










要約

　骨形成に重要な時期である学童を対象に食事を中心とした生活習慣を調査し骨塩量との

関連について検討した.

1)学童の骨塩量は 10 歳から 12 歳にかけて急上昇していた.2)体格(指数)と骨塩量は有意

な相関があった.3)カルシウム摂取量と骨塩量には相関は見られなかったが,食べ物の好き

嫌いがない群において骨塩量は有意に高値であった.4)小学校以外で運動をしている群で

骨塩量が高い傾向にあった.　学童期の骨塩量に影響を及ぼす因子として好き嫌いによる

栄養摂取の偏りや運動習慣が環境因子として関与していた.


